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平成２８年度栃木市スポーツ推進審議会第２回会議録  

 

日時：平成２９年３月１５日（水）午前１０時 

                    場所：栃木市国府公民館 大交流室 

 

１ 本審議会の出席委員は、次のとおりである。 

    黒後 洋委員、茅島有子委員、川津正夫委員、中村光一委員、三柴 茂委員、 

猿山美代子委員、新村 尚委員、栃木 孝委員、小澤朝子委員、舘野美晴委員、 

小林勇夫委員 

 

２ 本審議会の欠席委員は、次のとおりである。 

    伊藤良子委員、小笠原義仁委員 

        

３ 本審議会の出席事務局職員は、次のとおりである。 

生 涯 学 習 部 長     鵜飼信行 

スポーツ振興課長     横倉延男 

スポーツ振興課長補佐兼スポーツ振興係長  上岡 豊 

スポーツ振興課長補佐           砂岡良治 

スポーツ振興課副主幹兼スポーツ施設係長  高久充弘 

スポーツ振興課長補佐兼大平スポーツ振興係長 大島 勝 

スポーツ振興課長補佐兼藤岡スポーツ振興係長 加藤栄一 

スポーツ振興課長補佐兼都賀スポーツ振興係長 大橋嘉幸 

スポーツ振興課副主幹兼西方スポーツ振興係長 青木稔彦 

スポーツ振興課長補佐兼岩舟スポーツ振興係長 篠﨑雅一 

 

《会 議》 

１。開 会  １０時０２分 

事務局より会議は公開で行うため傍聴席を用意している旨伝える。 

２．内 容   

栃木市スポーツ推進審議会条例第７条により、黒後会長が議長となる。 

 （１）確認事項・報告事項について 

    ○事務局より報告 

      第 1 回目の時に委員から「他市では懸垂幕を使いうなど積極的なＰＲが見られるが、栃木 

市でももっと積極的なＰＲをお願いしたい」とのご意見をいただいた。スポーツ振興課では 

栃木駅などのポスター掲示場の確認を行い、資料の写真のとおりポスターの掲示を行い、懸 

垂幕については９月定例議会でも一般質問として取り上げられ、全庁的な対応として、市役 

所本庁舎に写真のような掲幕の取り組みを行なうことになった。今後全国的なレベルでの大 

会等で優勝した選手やチームについて掲幕ができることを望んでいる。 

      また、委員から「本市のスポーツ選手の一覧を示してほしい」との要望があり、リストを 

作成したのでご覧いただきたい。 

       ○この報告に対し委員より次のような意見があった。 

     Ａ委員   他の自治体では、道の駅をはじめ、様々な場所にのぼり旗などでＰＲしている。 

人が集まる場所に掲示できる場所があると良い。 
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Ｂ委員   ショッピングモールのようなところが効果的かと思われる。 

     事務局   全庁的対応となるため検討したい。 

      

 （２）平成２８年度スポーツ振興課事業報告  

  事務局より主な事業の説明 

Ｃ委員    追加報告。市体育協会でも「市民ひとり 1スポーツ」を掲げて３６の専門部で 

２２９の大会、７４件の教室を行っている。 

Ｄ委員    スポーツ振興課以外で行われている事業もある。他の部署でのスポーツ事業を

把握し、それらと連携できると良いのではないか。 

     議 長    マスタープランにも記述があるが、観光部署と連携した事業では、市のＰＲな

ども可能である。 

事務局   今後対応してまいりたい。 

         Ｅ委員   スポーツには「する」「観る」「支える」という観点がある。スポーツを支え

るという観点は、今後本県で国体が開催されるにあたり、例えばボランティアの

活躍機会も必要と思う。 

Ｆ委員   都賀中学生の生徒について、ボランティアとして地域の行事に参加している。ボ

ランティアに参加すると地域と繋がり、地域を知ることができる。生徒の視野が広

がるので機会を与えてもらえれば学校としても協力したい。 

Ｇ委員  市体育協会専門部やスポーツ少年団の年間事業も知りたい。 

Ｈ委員  合併して地域特性がはっきりしてきたと思う。地域に密着した独自の事業は大切

にしていければと思う。体育祭などは地域との連携、小中学校の連携にも繋がる。

学校独自で子どもを育てる事は難しくなっており、地域の中で育てる事が大切と思

う。 

Ｉ委員  体育祭は世界に誇れる素晴らしいスポーツ文化だ。スポーツ振興の観点で地域の

繋がりができるので、地域・学校の合同運動会ができれば新たな地域づくりになる

のではないか。 

     Ｈ委員    吹上地区では、地域・学校共同の運動会と学校単独の運動会の両方をやっている。 

Ｃ委員    大宮南小学校は児童６０名程度の小規模特認校だが、卒業した中学生が手伝いに

来たり、地域の伝統的な踊りも保護者や祖父母を交え、アットホームな、まさに地

域と連携した運動会を行っている。 

Ｆ委員  地域と一緒になると、子どもたちが大会を運営する面も含めて活躍の場が減ると

いったデメリットもある。 

Ｊ委員  地域の必要課題の把握をし、それぞれの独自性に特化してスポーツ振興を進めて

いければ良いのではと思う。 

会 長  ご意見として伺わせていただく。マスタープラン策定のための市民アンケートを

実施したので、その結果なども参考にできれば良いかと思う。 

 

（３）栃木市スポーツ団体補助金について。 

    事務局より団体補助金について説明 

Ｇ委員  補助金の内訳が乗っている資料の提示をお願いしたい。 

 

（４）その他  

    事務局より「第７７回国民体育大会栃木大会」の説明 

    事務局よりスポーツ振興課の事業に関する記事が掲載された「新聞記事」等の紹介 

 

３ 閉 会  午前１１時３０分 


